
 

令和５年度保育士･幼稚園教諭向け連続研修会のご案内 

例年開催し、大変好評をいただいております『保育士･幼稚園教諭向け連続研修会（全 3 回）』を、令和 5 年

度も下記のとおり行ないます。幼児期の自閉症児への理解を深め、適切な支援のあり方などを学んでいただく

ため、児童精神科医で豊田市こども発達センター センター長の若子理恵先生をお迎えして行なう『幼児期の

自閉症基礎講座』やグループワーク、保護者の立場からのお話、自閉症擬似体験などを予定しております。 

参加ご希望の方は、開催要項をご覧の上、お申込み下さい。皆様のご参加をお待ちしております。 

 

 

研修日時・内容 

《第１回》 令和５年６月１１日（日）１０：００～１６：００ 

午前＝保育士向け自閉症基礎講座（豊田市こども発達センター センター長 若子理恵先生） 

      ＊『幼児期の自閉症基礎講座』として基礎的な知識や、保育園・幼稚園など集団場面における自閉症児への 

対応について、児童精神科医の若子先生よりお話しいただきます。 

午後＝サポートブック作成研修（愛知県自閉症協会･つぼみの会ペアレント･メンター） 

＊「サポートブック」とは、子どものことを周りの人に知っていただくためにいろいろな情報を盛り込んだツー 

ルで、冊子やカードなどがあります。本人活動の際や緊急時に利用するなど目的は多種多様です。 

この研修では、実際に作成していただきます。 

《第２回》 令和５年７月１６日（日）１０：００～１６：００ 

午前＝①自閉症擬似体験（愛知県自閉症協会･つぼみの会ペアレント･メンター、キャラバン隊） 

   ＊自閉症の子どもの感覚や感じる独特の世界を擬似体験していただきます。 

②発表“自閉症の子どもをもつ親の気持ち～幼児期を中心に”（   〃   ） 

＊自閉症の子どもをもつ保護者の体験談などをお話しします。 

午後＝ケース検討ワークショップ・グループ発表（助言：若子理恵先生） 

＊4～5 名のグループに分かれて、各グループでケース検討を行います。１グループに１名のペアレント・メンター 

がファシリテーターとして参加します。 

《第３回》 令和５年１０月１５日（日）１０：００～１６：００ 

午前＝事例検討ワークショップ・グループ発表 

＊4～5 名のグループに分かれて、各グループで事例検討を行います。1 グループに１名のペアレント・メンター 

がファシリテーターとして参加します。 

午後＝助言と質疑応答（若子理恵先生） 

＊第 2 回の研修後に現場へ持ち帰った事例へのフォローアップを行います。 

    ※ワークショップ等では、至近距離で会話をすることになりますので、場合によってはマスク着用等をお願い 

することもあります。その場合は運営スタッフの指示に従っていただきますようご協力をお願いします。 

 

 

講師 ○若子 理恵（わかこ りえ）先生 児童精神科医／豊田市こども発達センター センター長 

     名古屋大学医学部附属病院、愛知県心身障害者コロニー中央病院、H18 年豊田市こども発達センターのぞみ診療所など

を経て H31 年より現職。主に自閉症を中心とした発達障がいの臨床を専門とする。外来診療だけでなく一般、医師向

けの講演のほか保育士など専門職の研修、関連図書の執筆なども数多く行っている。愛知県児童青年精神医学会評議員。 

   ○ペアレント･メンター 

     メンター（mentor）とは「信頼のおける相談相手」という意味。現在、各地で障害のある子どもを持つ親自身が、診断

を受けたばかりの子どもの親やさまざまな子育ての疑問を持つ親に対して、共感しながら話を聞いたり地域の情報を提

供するなどしており、愛知県では、研修を受けたペアレント･メンターが各種の活動を行っている。 



 

会場＝名古屋市高齢者就業支援センター 大会議室 

（名古屋市昭和区御器所通 3-12-1 御器所ステーションビル ５F） 

     ※３回とも同じ会場です。 

＊地下鉄鶴舞線②出口より東へ約 40ｍ、 

      または桜通線③出口より東へ約 200ｍ 

公共交通機関をご利用下さい。 

併設駐車場は、一般の方は利用できません。 

お車でお越しの方は、自己負担で近隣のコイン

パーキングをご利用下さい。 

 

 

 

対 象： 愛知県内に勤務されている保育士・幼稚園教諭等の方で、現在、自閉スペクトラム

症等をはじめとする発達障害児の担任等で対応に困っており、その対応を学びたい

という方で、原則として３回連続で参加できる方。 

また第２回の事例検討に事例を持ち寄れる方。 

＊３回連続で参加できる方、事例を持ち寄れる方を優先で受付いたしますが、ご都

合でそれが難しい方でもお申込みはできます。 

＊今までこの研修に参加されたことのない方を優先で受付いたします。 

＊応募者多数で調整が必要になった場合は、同一園から複数でお申込みの方に園内

での人数調整の依頼をさせていただくこともございます。そのため、同一園から

複数で参加希望の場合は、お申込みの際に代表となる方を１名お知らせ下さい。  

定 員： ５０名程度（応募者多数の場合は、調整させていただきます） 

参加費： ７，０００円（全３回分） 

      ＊事前振込みが必要です。詳細については【申込方法】をご覧下さい。 

なお、欠席された場合でも返金はいたしません。 

申込締切＝令和５年５月２８日（必着）※締切延長しました 

 
ご不明な点等がございましたら、当会事務所までお問い合わせ下さい。会場への直接のお問

い合わせはご遠慮下さい。なお電話でのお問い合わせは、10 時～15 時までの間でお願いし

ます。時間外や不在の場合は、ＦＡＸ・メールまたは留守番電話にメッセージをお入れいただ

ければ、折り返しご連絡いたします。 

   

 

特定非営利活動法人 愛知県自閉症協会・つぼみの会 主催 

あいち発達障害者支援センター、名古屋市発達障害者支援センター 共催  



 

 

　

　 　※ お申込みなしでの当日参加はできません。ご協力をお願いします。

ＦＡＸ、Eメール、郵送のいずれかで下記までお申し込み下さい。

件名を『保育士連続研修参加希望』とし、以下の項目をご記入下さい。

　①参加者氏名

　②〒・ご住所（参加証の返送先となります）

　③連絡先（自宅や携帯など確実に連絡の取れる電話番号、また連絡可能な時間）

　④ＦＡＸ番号（自宅か勤務先園かも明記）

　⑤所属園名、園所在の市区町村名、園でのお立場

　⑥保育士としての経験年数および自閉症の子どもを担当したことのある年数

　⑦現在、主に支援している自閉症の子どもの年令

　⑧現在、対応に困っていることやこの研修会に望むことなど

　⑨参加証の返送方法・宛先（ＦＡＸ番号・メールアドレス・郵送宛先のいずれかを明記）

※記入漏れのないよう、ご注意下さい。

　 なお、メール等への申込受領の返信はいたしませんので、ご了承下さい。

⇓
締切日以降（応募者多数で調整が必要な場合は調整後となります）、参加決定者の皆様

へご案内と郵便振替票を郵送でお送りいたしますので、郵便局より参加費のお支払いをお願い

します。なお、申し訳ございませんが、お支払いの際の払込手数料は各自でご負担いただき

ますようお願いします。

⇓

参加費のご入金が確認でき次第、参加証を、FAX・Eメール・郵送などご指定いただいた方法

でお送りしますので、当日その参加証をお持ち下さい。

なお、Eメールでお申込みの場合は、事前に当会からのメールが受信できるメール設定をして

おいていただきますよう、ご協力をお願いいたします。

※領収書が必要な方は、研修会当日にお渡しいたします。受付でお申し出下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　特非）愛知県自閉症協会・つぼみの会　「保育士連続研修」係

　　郵送；　〒460-0013　名古屋市中区上前津2-14-25　上前津中央マンション202号

【申込方法】　！ 事前に、下記の方法でお申込み下さい ！

 ＦＡＸ・メール・郵送いずれかの方法で事前にお申込み下さい。

締切後（調整が必要な場合はその後）、参加決定者の方へ郵便振替票をお送りしますので

お振込みをお願いします。

＜お申込みから受講までの流れ＞

①

②

③

　≪申込先≫

　　FAX＆ＴＥＬ；　０５２-３２３-０２９８、　E-mail；　tubomi-aa@nifty.com 



 

この「保育士･幼稚園教諭向け連続研修会」は、令和５年度で１６回目の開催となりますが、 

毎年、参加された方々から好評をいただいております。 

昨年の終了後のアンケートから、参加者の皆様のご感想をご紹介します。 
 

幼児期の自閉症基礎講座 
 
〇若子先生の講義を受けて、どういった歴史や背景があり、自閉症の定義も日々変化していることなど、医療的な視

点から自閉症のことを学ぶ機会ができてよかった。母親へのアプローチや信頼関係の大切さ、連携などの保護者対

応のお話しもあり、母、子、それぞれにどうかかわっていくかも学べ、改めて勉強になった。 

○講座を聞いて、今まで気にしてきた子どもにも当てはまる点があるので、今後しっかり見守る必要があると思った。

診断されていなくても、子どもが困っていることに対して工夫をしながら保育していくということを実践していき

たい。 

○障害児加配勤務を始めて何年もたっており、新しい情報を求めて参加した。実際に「こんな子がいる」「こんなこと

がある」などの例があり、わかりやすかった。知識として広がりは持てたが、実際に保育に活かせるかという不安

は残る。 

○定型発達に近く、些細なつまずきを感じている子や保護者ほど、相談機関に繋げにくく困り感を抱えていることを

知った。サインを見逃さず、より良い支援ができるよう、日々の保育を進めていきたい。「○○は苦手だから」と決

めつけず、環境や関わり方を工夫して、子ども自身のより良い育ちへつながるよう保護者や療育施設等と連携もし

ていきたい。 

○４月に「どうして○○くんだけしなくていいの？」と子どもから聞かれたこともあり、“いいな～”と羨ましく思う

のは当然で、その子がなぜそう思ったか？の背景については思いが及ばなかった。その子への関わり方も考えてい

きたい。 

〇短大の授業で得た知識を自分の中でアップデートできた。発達障害児の苦手とすること、特性を理解して園の中で

いかに過ごしやすくしていくかということを実践していきたい。彼らが困っているときに“頼れる大人”になりたい。 

サポートブック作成研修 
 
〇様々な観点からの配慮やその子の姿をとらえたサポートブックはとてもいいと思った。園内で支援する人は担任だ

けでなくフリーの先生、同学年の先生と関係するものであり、この 1 冊で情報を把握・共有がすぐにできるのもい

い。 

○この研修で初めてサポートブックを書いたが、難しいと感じた部分もある。他の先生の意見も聞きながら作成した

い。 

〇これがあると保育士としてもありがたいなと思った。内容を実際書いてみると、その子のことを知らない人に知ら

せる難しさを感じ、改めて保護者との連携の大切さを感じた。講師の方が実際に使った体験をお聞きできたのも良

かった。 

○実際に文字に書き起こすと、その子への対応方法を整理できたり課題が見えたりして情報共有の大切さを感じた。 

○他の人との意見交換ができて園での個別支援計画作成の参考になった。自分の保育を見つめ直すことができた。 

擬似体験・保護者の思い 
 
〇頭では理解していても、実際に擬似体験をすると“なるほど”と実感できた。指先の不器用さや過敏さがあると、で

きないイライラ、“自分だけができないのでは？”という不安も生まれる。対応や援助も一つずつ丁寧にしようと思

った。 

○励ましの声掛けが、あれほどプレッシャーになるとは思わなかった。温かく見守ってその子のペースを大事にした

い。 

○擬似体験は以前もしたことがあるが、やっぱりできないし、やっぱりイヤな気持ちになるなと思った。お母さんも

声掛けの多い方をよく見かけるが、静かに待ってあげるようにアドバイスや園の雰囲気づくりに注力したいと思っ

た。 

○ペアレント・メンター（以下、メンター）の保護者の立場からの生の声は貴重だった。障害を受け入れられない保

護者に対して「どうして子どものことをわかってあげないのか？」と思うことがあったが、これほど長い時間にわ

たって葛藤があると知り、寄り添っていくことの大切さを感じた。 

○親側の気持ちを細かく伝えて下さった。もちろんすべてを理解はできないが、保護者ともしっかり向き合っていき

たい。 

○保護者対応は今まさに悩んでいる。これからも保護者が「相談したいな」と思えるような雰囲気作りを心がけたい。 

○障害受容は、親が自分で気づいて受診する場合と周囲から言われて受診するのとでは、診断されてからのお母さん



 

の気持ちが違うことを知り、保護者に伝えていく、共有していくことの大切さ、難しさを痛感した。 

事例検討ワークショップ 
 
〇事例を聞くと同じように悩んでいる先生がいて安心したり、メンターの保護者の立場からの話や若子先生のアドバ

イスもいただけて参考になった。解決はしなくても、アイディアが広がって話が展開していったので参考になった。 

○様々な事例にふれることができ、自園の保育を考えるきっかけになった。園長という立場なのでサポート役が多く

“親の気持ち”に寄り添うことが主な仕事になるが、本当に難しく悩む。いろいろなエピソードを聞けて参考になっ

た。 

○園で排泄の自立が上手くいかない子どもについて、若子先生から「身体感覚でわからない子どももいる」と聞いて

納得できた。排泄や食事などはこちらが力みそうになることが多いが、ゆっくりと本人の力を見極めて進めていき

たい。 

○様々な年齢、保育環境、集団など違う環境ではあっても悩みは同じで、“それは大変だね～”とグループ内で共感し

あえて心がすっきりした。一人で悩んでいるよりグループで話すことで、同じような方がいると感じられてよかっ

た。 


